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論文内容の要旨
第1車　序章
注意は,一般には感覚情報を選択する機構とされており,我々はその選択された情報に基づいて判
断し,それに基づいて行動を行っている｡しかし人間の注意力(--脚こ認知心理学では注意の容量と表
現されている)には限別号あるため,限界のある注意力を,練磨の必要に応じて対象に配分して情報処
理を行うことで,適切な行動を選択できている｡
人間の能動的な注意の働きを明らかにしていくことは学問的な研究対象として非常に興味深いも
のであるとともに,様々な行動場面での注意と安全に関わる基礎･応用的研究に頁献するものと考え
られる｡
本研究では,行動場面における事故の背景要因と考えられる能動的注意容量配分と注意の維持の2
っの注意機能(内発的制御とも呼ばれる.艶矧こ関連する情報の取り入れ)について実験を行い,検討
した｡行動場面では,課題に対する注意の勤的容量配分および注意の集中といった注意機能が安全性
に大きく影響するため,釆験垂において環境要因を統制し,人間の能動的な注意の働きを明らかにす
ることで,反応エラー(正し'<実行されなかった行為)の生ずるメカニズムについて基礎的知見を提出
することを目指した｡さらに,これらの注意機能に加齢(老化九個人差(性格特性九日内変動(生体リ
ズム)といった背景変数がどのような影響を与えるのかを,実験と質問紙による調査により検討した｡
このことにより,注意機能低下が現実の行動場面における細遂行に与える悪影響の解明に責献する
ことを目指すものである｡
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[図1]ヒュ-マンエラーの背景要因と能動的注意機能の関係
第2章　背景
ェラ-研究の中での本研究の位置づけは,人の基本的な認知過程である注意の働きを･エラ-をも
たらしやすい日常での状況を考慮した実験状況を設定して研究することにより･スリップ発生のメカ
ニズムや防止方法,事故原因の究明といった側面に対し基礎的な知見を提供しようとするものである｡
したがって本研究ではスリップ(し間違い)に関連する注意機能の能動的な制御について研究を行うこ
ととした｡
注意横能の分類については,様々な考え方が存在するが･本研究では分割的注意とピジランス煉
中･維持)の, 2つの注意機能の能動的制御について･具体的に日常の生活場面を想定し,経知心理学
的な観点から,実験的検討を行った｡
さらに,注意には個人差があり,さらに健康な状態であっても･長い時間幅では加齢(老Jb･短い
期間では,一日の中(覚醒のリズム)など,生理的な変化に伴って変化する｡このことを考慮して･分
割的注意とピジランスの. 2つの注意機能のダイナミックな行動制御の有様を検討することとした｡
第3章　分割的注意の脚榊
自動車運転中の携帯電話の使用を摸した視覚と聴覚の二重鵬を用いて視覚的注意の能動的制御
に関する心理学実験を行い,聴覚の情報入力が視覚の注意に与える影響を調査･検討することを目的
とした｡突放では,注意容量の指標としてprobe刺激検出課題を用いた｡その晩工夫した点として
は, pmbe刺激提示それ自体が注意を引き付けないようにすることで･ probe刺激検出が能動的
(top･down)な注意制御をより強<反映するようにし･その上で･会話が能動的注意配分に及ぼす桝
を検証した｡この狭軌こ.携帯電話の使用を摸した聴覚艶犠(音声での質問に答える)を組み合わせ
て二重殊題とした｡さらに,会静ま言簿的な行動であり･大部分の人では首縛の使用に際しては通常
左半球が関与することから,この研究では･聴覚情報がどちらの耳から入力されたかを統制した上で
実験を行った｡
老化に伴い前頭前野の機能が低下することは多くの研究から実証されているが(e･g･･鮎Z･
Gunning･Dixon, Head, Rdrigue, W批amson, & Acker･ 2004)･前頭前野の関わる機能の1つが注意
の能動的制御であることから.二重瓢髄の遂行は老化の影響を受けやすいことが考えられる｡こうし
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た前頭前野が関わる能動的注意機能への老化の影響と,近年の高齢運転者増加を考慮し,二重課題遂
行時の注意配分の加齢による影響を検討するため,同様の実験を高齢者でも行った｡
結果は高齢者の場合も若齢者の場合も謙塩(dual/Single)の効果が見られたことから,二重練題の影
響が確認された｡このことから高齢者と若齢者の両方において聴覚による言語抹題を無視させたとき
(Bingle ta8k)よりも,聴覚課題に答えさせたとき(dual task)の方が注意の容量をより大きく要求し,ターゲット
検出の成績を悪くすることが確認された｡
二重課題のコストは特に左耳から入力があった場合に,高齢者の方が二重瓢塩による患化が増大す
ることが示された｡また,若齢者のグループよりも高齢者のグループは, ｢見逃し｣ (異常に遅い反応
時間)の増加を示した｡さらに聴覚練膳が右耳から聞こえたよりも左耳から聞こえたときに, ｢見逃し｣
の数に関する二重課題のコスト増大が,実験1, 2の若齢者及び高齢者のグループから見出された｡
対照的に,仮定していた注意偏り仮説は,どちらも,若齢者および高齢者の両方ともこの実験の結
果からは支持されなかった｡
これらのことから,現実の運転場面において,特に高齢者においては.運転中に携帯電話で会話を
行う時に,左耳での携帯亀話の使用を避けなければならないということを示唆する結果となった｡ま
た,安全運転支援システムの開発･提供時には,特に高齢運転者が開きやすく,見落としにくく,な
おかつ運転に対し干渉しにくい提示方法という点から.聴覚情報の授供の方法として右側からの提示
が望ましいと考えられた｡
第4章　注意の集中･推持くどジランス)の能肋的制御
エラー前後の行動モニタリングと注意制御に着目し,エラーを犯す前後の行動を,鮎皿ker決壊を
用いて実験を行い,検討した｡反応エラーは,単調な道路環境で長時間運転を続けた場合のように,
注意が鵬に集中しなくなると起こりやすくなる｡そこで,エラーを犯すと,それがきっかけとなっ
て反応基準がより慎重になるだけでなく,練題に対する注意の集中力が増すことにつながると予想し,
flanker干渉量は注意の集中を反映すると見なして検討した｡
結果は,エラー後の注意制御に関しては,個人差がある可能性がうかがえ,速度よりも精度を重視
する人において,エラー後に注意の集中が高まる可能性があることが伺えた｡
第5辛　党軽の日内変動の影響と注意の能動的制御の関係
覚醒の日内変動が.分割的注意と注意の集中･維持(ビジランス)のそれぞれの注意機能にどのよ
うに影響するかを明確にすることと,加齢がこれらの注意機能の日内変動にどのように影響するのか
を検討することを目的として,分割的注意とピジランスの2つの注意機能の円内変動と,これらの注
意機能の加齢の影菅を個別に検討を行った｡その際,生体リズムの個人差として,生活時間型が朝型
か夜型かの違いを考慮し,生活時間型を統-して検討を行った｡具体的には,高齢者と若齢者(大学
坐)の両方において注意機能の測定を目的とする心理学実験を行い,結果の比較検討を行った｡
また,日内変動(時刻の影響)を調べるために,一人の実験参加者につき11時, 14時, 16時の
計3回,疲労の影響を考慮して日にちを変えて実験を行った｡
結果は,二重殊題における課題遂行成績に対する時刻の影弓削ま若齢者でのみ見られ若齢者では
画面(視野)周辺部のprobe検出にかかる時間が, dual task(二重殊勝事態でもSingle task(視覚探索
課題)でも, 14時と比較して11時(午前)の方が遅いことが示された｡
また,二重課題事態における変動係数のデータから.若齢者では口中を通じて視野の周辺の方が,
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中央よりもばらつきが大きかったのに対し,高齢者では午前(11時)と午後の早い時間(14時)には,
視野の周辺と中央で,ばらつきが同程度であった｡このことから,高齢者と若齢者とのストラテジ
-の違いの可能性がうかがわれた｡二重課題のコストの口内変動は,若齢者および高齢者の両方で
みられなかった｡
時刻による干渉泉の違いは,若齢者では違いが見られなかったが,高齢者では14時よりも16時
の方が,干渉最が大きくなる傾向が見られた｡
また,高齢者では,生活習慣と注意機能との個人差ではflanker干渉畳が14時よりも16時に増
加する傾向について,普段の生活習慣でのアルコール摂取亀が関係し,アルコールの摂取量が少ない
人よりもアルコール摂取農の多い人の方が, 14時の干渉量が大きかった｡
第6章　稔合考察
本研究では,ヒューマンエラーの背崇要因としての注意機能について,日常生活を営む人間の心理
的･生垣的な状態･特性に焦点を当てて実験･検討を行った｡
本研究の結論として,二嘉課題事態は注意容量の減少とそれに伴う能動的な空間的注意配分の円滑
な処理が行われな<なることから,エラ-につながる危険な事態だといえ,その影響は高齢者では特
に顕著であった｡ (Ⅱ)の反応エラー後の注意制御の実験では,エラ-後の干渉量の減少は本研究では
みられなかった｡しかし,事故傾向を対象とした従来の研究では,こうしたエラー後の注意の能動的
制御の個人差に関する研究はほとんど行われていなかった｡エラーを犯しやすい状態や特性を理解し
把握することはエラ-防止に役立つが,作業中に犯したエラー(いわゆる"ひやり･ハツt"体鮒を
経験することが行動を修正するきっかけとなることで,さらなる事故確率の低下をもたらすことがで
きれば,重大事故の防止につながることにもなると考えられる｡また,産業現場での安全管理等の教
育･指導の場面においてもエラー後の行動修正と事故の関係が解明されれば.さらなる事故防止につ
ながることが期待される｡
(Ⅲ)では,覚醒の能動的注意制御への影背については.高齢者では生理的な変化や,退職による生
活パターンの変化によるものと思われる若齢者との睡眠パターンの違いが多くみられた｡アルコール
摂取量の多い高齢者と少ない高齢者とで午後の早い時間(14時)でのflanker干渉量の違いがみられた
ことから,注意の集中にこうした生活習軌特にアルコールの摂取亀が影曹した可能性がうかがえた｡
また,二婁裸題においては,高齢者と若齢者とのストラテジーの違いの可能性がうかがわれ覚醒の
低下する日中の時間では,高齢者では視野の周辺と中央とで同じように｢見逃し｣が起こる可能性も
考えられた｡
高齢者では干渉抑制や注意の能動的制御に関わる前頭前野の機能低下に伴う補償行動からも,若齢
者とは違ったエラーの犯しやすさや,事故の危険性がうかがわれる｡こうした観点から検討していく
ことは,様々な行動場面での注意と安全に関わる基礎･応用的研究に頁献するものと考えられる｡
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論文手套結果の要旨
交通事故を始めとする日常生活における様々な事故の背景には･注意機能の欠陥が指摘されている｡本
論文は､ヒューマンエラーに関わる能動的注意機能を･二重課題､加臥疲労などエラーを起こしやすい
状況を設定した上で認知心理学的に検討したものであり､全編6車からなる｡
第1掛ま.序章であり､日常的な事故と能動的注意機能の関連を論じている｡
第2章は､従来の研究を踏まえて､能動的注意機能とヒューマンエラーの関係を論じ･本研究を行った
動機付け及び目的について述べている｡
第3草は､運転中の携帯電話使用を摸した二重課題のコスト(単独課魔力､らの成績低下)を指標に､聴
覚情報の入力方向と視野内での注意配分の関係及びそれに対する加齢の影響を検討した｡その結果･高齢
者では二重課増のコストは増加するだけでなく･聴覚情報が左の耳から与えられた場合に･特にコストが
より大きくなることを兄いだした｡これはこれまで報告されていない新しい知見と言える｡
第4尊は､エラー後の注意制御についてnanker干渉課題を用いて検討した｡従来の研究では､エラ-
後には反応がより慎重になることにともない反応時間が増大することが知られていたが､ここではそれだ
けでなく､注意敵浸となった結果としてエラーを犯すことで逆に注意が課也に向け直されることを､干渉
観の低下を指標として別けることを試みた｡その結果､反応速度よりも反応の正確さを健先した実験参
加者で､エラー後の干渉抑制が認められた｡
第5車は,覚醒の日内変動､特に高齢者に顕著となる午後の早い時間帯での覚醒の一時的低下が能動的
な注意制御にどのように影響するかを検討した○その結果･高齢者のうち､日常的に飲酒の習慣がある実
験参加者では,午後2時に非飲酒者で見られた干渉最の低下が認められず､覚醒低下に伴い注意集中に問
題が生じている可能性が伺えた｡また､能動的注意機能の欠陥を反映するとされる反応時間のばらつきの
指標として変動係数を用いて視鴬探索課題の成織を分析したところ,若齢者と異なり､周辺視野と比較し
て視野中央部で変動係数が低下しておらず､注意配分の効率的制御に問題があることが伺えた｡この結果
は.高齢者に多いとされる交差点での右折時の直進車両との衝突事故の背景要因の一端を示唆する興味深
い知見と言える｡
第6車は.総合考察であり､結果を総括した上で､ヒューマンエラ-が生ずる種々の状況について能動
的注意機能の観点から検討している｡
以上要するに本論文は､能動的注意機能の観点からヒューマンニラ-の背農要因を検討したもので､認
知心理学及び情報科学の発展に寄与するところが少なくない｡
よって､本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める｡
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